
推進資料３
校内生徒指導体制を「生徒指導の重層的支援構造」から考える
～常態的・先行的生徒指導を重視した取組の充実について～

＜４層＞

【文部科学省 生徒指導提要改訂版からの抜粋】

①発達支持的生徒指導
児童生徒への挨拶、声かけ、励まし、賞賛、対話及び授業や

行事等を通したバランスのよい集団指導と個別指導が大切です

②課題未然防止教育
いじめ防止教育、自殺予防教育（ＳＯＳの出し方教育）、薬物乱用防止教育、情報モラル

教育、非行防止教室等が該当します。生徒指導部を中心に、スクールカウンセラー等の協力
も得ながら年間指導計画に位置付け、実践することが重要です。

Point
・発達支持的生徒指導や課題予防的生徒指導（課題未然防
止教育）の在り方を改善していくことが、生徒指導上の
諸課題の未然防止や再発防止につながり、課題早期発見
対応や困難課題対応的生徒指導を広い視点から捉え直す
ことが、発達支持的生徒指導につながるという円環的な
関係にあります。

・これからの生徒指導では、特に常態的・先行的（プロア
クティブ）な生徒指導の創意工夫が一層必要になります

③課題早期発見対応
課題の予兆行動が見られた
り問題行動のリスクが高ま
ったりするなど、気になる
一部の児童生徒を対象に、
深刻な問題に発展しないよ
うに、初期段階での諸課題
の発見及び対応

②課題未然防止教育
全ての児童生徒を対象に、
生徒指導の諸課題の未然防
止をねらいとした意図的・
組織的・系統的な教育プロ
グラムの実施

④困難課題対応的生徒指導
特別な指導・援助を必要と
する特定の児童生徒を対象
に、教職員だけでなく、関
係機関との連携・協働によ
る課題対応

①発達支持的生徒指導
特定の課題を意識すること
なく、全ての児童生徒を対
象に、学校の教育目標の実
現に向けて、教育課程内外
の全ての教育活動において
進められる生徒指導の基盤

発達支持的生徒指導の例：魅力あるよりよい学校・学級づくり

教職員が、児童生徒の「居場所づくり」
を進めることで

児童生徒が、主体的に取り組む活動を通し
て「絆づくり」を進めることで

児童生徒一人一人が安心して学校生
活を送ることができ、自尊感情を高め
充実感を得ることが期待できます。

児童生徒同士の多様な関わりの中で自己有
用感や社会性が育まれ仲間を支援できるより
よい集団に成長することが期待できます。

課題未然防止教育の例：メディア利用のルールづくり、話合い、調査、呼び掛け等

※北教育事務所管内では、④児童会・生徒会による主体的な取組は、徐々に進んできて
いますが、十分とはいえない状況です。

児童会や生徒会を利用した自発的、自治
的な取組を進め、家庭でのルールづくりを
啓発することで

メディア依存による昼夜逆転や体調不良
食欲不振、不安、無気力などの危険性につ
いて児童生徒自身が気付き、考え、実行す
る動機付けになることが期待できます。

、

令和４年１２月に改訂された生徒指導提要では、２軸（☆常態的・先行的、★即応
的・継続的）、３類（発達支持的生徒指導、課題予防的生徒指導、困難課題対応的生徒
指導）、４層に分けて生徒指導を進める考え方が整理されました。自校の生徒指導計画
や校内生徒指導体制が、常態的・先行的生徒指導を重視した内容で構成されているか
検討し、共通実践することが大切です。
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